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生命科学（1） 
 

＜解答例＞ 
 
問題 1 
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問２ 

① IR 
② UV/VIS 
③ X-ray 

などの例 
 
 
問３ 
 

(1) イオン、双極子、ファンデルワールス（分散）、水素結合、など 

(2) 系のギブズエネルギー減少、系と外界のエントロピー増大、など 

(3) 配列、脂質・イソプレニル結合、など 

 

 



生命科学（2） 
解答 
 
問 1．以下はリボソーム翻訳について説明した文章である。以下の(1)~(6)の問いに答えな

さい。 
1. アミノ酸が tRNA に結合し、A を作る 
2. mRNA の配列に対応する A がリボソームに取り込まれる。 
3. 既に取り込まれていた A とアミノ酸部位同士が結合する 
4. リボソームのサブユニットがずれて、それに応じて A の結合している部位も隣の部位

へずれる。 
5. アミノ酸が外れた tRNA がリボソームから離れる 
6. 新たな A がリボソームに取り込まれる 
 
（１） A の名称を答えなさい 
アミノアシル tRNA 
 
（２） アミノ酸を tRNA に結合させる酵素の名称を答えなさい 
アミノアシル tRNA 合成酵素 
 
（３） 2 の段階において、A が取り込まれる部位の名称を答えなさい。 
A 部位 
 
（４） 3 における結合名を答えなさい 
ペプチド結合 
 
（５） 4 において、ずれるサブユニットの名称を答えなさい 
大サブユニット 
 
（６） 翻訳が終了する際、リボソームはポリペプチド鎖からどのように解離するか。75 字
程度で説明しなさい。 
終止コドンに対応して A の代わりに終結因子と呼ばれるタンパク質が結合する。その結果、
アミノ酸の代わりに水分子が付加し、リボソームからペプチド鎖が解離する 
 
問 2．PCR の原理について、以下の単語を全て用いて 250 字程度で説明してください。 
• プライマー 
• 耐熱性 DNA ポリメラーゼ 
• アニーリング 



• 相補鎖 
 
鋳型 DNA とプライマー、耐熱性 DNA ポリメラーゼの入った反応液を 95 度でボイリング
し、鋳型 DNA を一本鎖にする。そして、50 度程度まで下げることで、プライマーを鋳型
DNA にアニーリングさせる。次に 72 度で耐熱性 DNA ポリメラーゼ反応を行い、鋳型 DNA
の相補鎖を合成する。次に再び 95 度にすることによって、合成した相補鎖を解離させた後、
温度を下げてアニーリングし、72 度で伸⻑反応を行う。このサイクルを 30 サイクル程度行
うことにより、クローニングしたい DNA 領域のみを増幅させる。 
 
問 3．大腸菌の lac オペロンの制御機構について、ラクトース、グルコースのそれぞれが有
無の時に分けて 350 字程度で説明してください。 
 
lac オペロンはグルコースが細胞内に枯渇し、ラクトースのみが存在する時にβラクタマー
ゼ酵素を発現させるオペロンである。ラクトースの有無は lac リプレッサーによって制御さ
れており、ラクトースの存在しない時には lac リプレッサーがオペレーター領域に結合して
発現を抑えているが、ラクトースが存在するとオペレーターから解離して転写出来る状態
となる。グルコースの有無は CAP によって制御されており、グルコースが枯渇している時
はオペレーター領域に結合して転写を促進するが、グルコースが存在すると CAP はオペレ
ーターに結合せず、転写は活性化されない。以上のことから、lac オペロンはグルコースが
存在せず、ラクトースが存在する状況の際に転写が活性化させる。 




